
　薬物乱用がなぜ「ダメ」なのかというと、人間が生活していく上で最も大切な脳

を侵してしまうのです。さらに、薬物は乱用すると、依存症を引き起こし、精神障害を

発症させます。一度、ダメージを受けた脳は、決して元の状態には戻りません。その

障害は一生ついて回ることになります。そして、薬物乱用の悪影響は、脳ばかりで

なく、神経や内臓にも広く現れます。さらに薬物乱用は乱用する薬物を手に入れる

ために窃盗、強盗、売春、さらには殺人などの犯罪を誘発し、家庭の崩壊、社会秩序

の破壊などの要因にもなっています。

　薬物乱用は、社会に大きな損失を招くことになり、1回でも「ダメ。ゼッタイ。」と

言うことが大切です。そして、薬物乱用防止活動の重要性は、薬物乱用に染まって

いない多くの人々が薬物乱用の恐ろしさについての正しい知識を身につけて、

決して薬物には手を出さない、薬物乱用を許さない社会環境をつくっていくことに

あります。
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薬物乱用はなぜ「ダメ」なのか。

　薬物乱用とは？
　薬物乱用とは、社会のルールからはずれた方法や目的で、薬物を使う
ことです。
　覚醒剤などの違法薬物は、たとえ1回だけの使用でも乱用になり、
同時に犯罪になります。
　また医薬品は、病気や傷の治療に使いますが、こうした目的以外に
使えば乱用です。
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